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2

年
頭
所
感 

～
新
年
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

認
め
合
い
　
包
み
込
み
　

共
に
生
き
る
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
素
よ
り
、
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会
の

活
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
今
の
地
域
社
会
で
は
、
少
子

高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
の
進
展
、
コ
ロ

ナ
禍
後
の
生
活
の
変
化
、
生
活
困
窮
世
帯

の
増
加
、
社
会
的
孤
立
、
ひ
き
こ
も
り
、

80

－

50
問
題
と
い
っ
た
、
様
々
な
問
題
が

生
じ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
近
年
、
自
然
災
害
が
頻
発
化
・

激
甚
化
し
て
お
り
、
昨
年
一
月
に
は
能
登

半
島
地
震
、
九
月
に
は
同
じ
く
能
登
地
域

で
豪
雨
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、

私
た
ち
の
住
む
こ
の
地
で
も
、
八
月
に
は

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
発
表
さ
れ
、

緊
張
が
走
り
ま
し
た
。
防
災
に
対
す
る
日

頃
か
ら
の
備
え
の
重
要
性
を
厳
し
く
再
認

識
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
に
あ
っ
て
、
様
々
な

福
祉
の
課
題
に
対
し
、
地
域
の
住
民
が
つ

な
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
の

暮
ら
し
と
生
き
が
い
を
充
実
さ
せ
、
地
域

を
共
に
創
っ
て
い
く
「
地
域
共
生
社
会
」

の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
会
で
は
、
地
域
福
祉
活
動
支
援
計
画
・

強
化
発
展
計
画
「
新
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

み
え
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
、
令
和
七
年
度

か
ら
の
第
二
期
計
画
と
し
て
の
改
定
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
基
本
理
念
と
し
て
、「
認
め
合
い　

包
み
込
み 

共
に
生
き
る
地
域
社
会
を
め
ざ

し
て
」を
第
一
期
に
引
き
続
き
守
り
な
が
ら
、

様
々
な
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
は
、
私
た
ち
社
会
福
祉

関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
分
野
の

皆
さ
ま
と
連
携
・
協
働
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

本
会
役
員
職
員
一
同
、
三
重
県
の
福
祉

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変

わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

社会福祉法人
三重県社会福祉協議会

会長　井村 正勝

参
加
と
協
働
に
よ
る

「
新
た
な
た
す
け
あ
い
」
の

創
造
を
め
ざ
し
て

謹
ん
で
新
春
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

に
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
県
民

の
皆
さ
ま
、
運
動
を
支
え
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
共
同
募
金
運
動
は
、
戦
後
ま
も
な

く
開
始
さ
れ
て
以
来
、
今
年
で
79
回
目
を
迎

え
ま
す
。
こ
の
間
、
民
間
に
よ
る
福
祉
活
動

を
支
え
る
原
動
力
と
し
て
地
域
福
祉
の
発
展

に
大
き
な
役
割
を
果
す
と
と
も
に
、
昨
年
の

能
登
半
島
地
震
等
の
災
害
時
に
は
、
被
災
地

支
援
と
し
て
役
立
て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

地
域
で
は
、
単
身
世
帯
の
増
加
と
い
っ

た
社
会
構
造
の
変
化
に
よ
る
孤
立
や
物
価

高
騰
に
よ
る
生
活
困
窮
、
児
童
虐
待
、
ひ

き
こ
も
り
等
、
福
祉
課
題
は
複
雑
化
し
て

き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
山
積
す
る
地
域
の
福
祉
課

題
を
解
決
す
る
た
め
、
本
会
は
、
県
民
の

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支
援
に
加
え
ま
し
て
、

社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
む
企
業
や
ス

ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
皆
さ
ま
方
と
も
連
携
し

て
、
引
き
続
き
募
金
運
動
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

共
同
募
金
の
配
分
を
受
け
ら
れ
る
団
体

の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
共
同
募

金
が
県
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
共
感
を
得
て

有
効
に
活
用
さ
れ
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
募

金
の
活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
民
の
皆

さ
ま
に
よ
り
分
か
り
や
す
く
情
報
発
信
を

積
極
的
に
な
さ
れ
ま
す
よ
う
、
更
な
る
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
三
重
県
共
同
募

金
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
福
祉
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
捉
え
、
共
同
募
金
の
テ
ー
マ

で
も
あ
る
「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し

く
み
」
が
十
分
に
機
能
す
る
よ
う
歩
を
進

め
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

社会福祉法人
三重県共同募金会

会長　小笠原 まき子
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　「ねんりんピック」の愛称で親しまれている「全国健康福祉祭」は、60 歳以上の方を中心に、全国の
あらゆる世代の方々がスポーツや文化種目の交流大会をはじめ、健康や福祉に関する多彩なイベント等を
通じて健康保持・増進、社会参加、生きがいの高揚を図ることを目的とし、1988 年（昭和 63）から開
催されている祭典です。
　本年は、10 月 19 日から 22 日の４日間の日程で鳥取県にて開催されました。三重県からは 96 名の
選手が出場し、各種目で活躍されました。その中でも特に優秀な成績を残された方々（チーム）の報告を
いたします。

ねんりんピックはばたけ鳥取大会結果（三重県参加17種目 )
種　目 開催地

結　　　果
リーグ 結　果 チーム ･ 個人名 備　考

水　泳 米 子 市 個人戦
1位

福田　雅比古
25m背泳ぎ （60歳 ~ 64歳の部）

2位 50m背泳ぎ （60歳 ~ 64歳の部）

テニス 鳥 取 市
予選リーグ 1位トーナメント進出

みえとこわか
Fグループ　3勝0敗

1位リーグ
トーナメント 準優勝 1位リーグ　3勝1敗

ソフト
バレーボール 境 港 市

予選リーグ
（Gブロック21組） 1位

Let津　桜華夢
Gブロック 21組　2勝0敗

第1位グループ
（Gブロック） 2位 第1位グループGブロック　1勝1敗

サッカー 鳥 取 市 グループC 3位 ／ 4チーム 伊賀フットボールクラブ
シニア Cグループ　1勝2敗

マラソン 岩 美 町 3km 女子70歳以上 優秀賞 天野　はるみ

囲　碁 智 頭 町
個人戦 優秀賞

川辺　展央
恋⼭形ブロック3勝1敗

最高齢者及び
高齢者賞受賞者 高齢者賞

ペタンク 三 朝 町 最高齢者及び
高齢者賞受賞者

高齢者賞 廣田　徳太郎

高齢者賞 田川　恭市

ゴルフ 伯 耆 町 最高齢者及び
高齢者賞受賞者 高齢者賞 平石　英子

ターゲット・
バードゴルフ 日吉津村 最高齢者及び

高齢者賞受賞者 高齢者賞 坂元　佐恵子

第36回全国健康福祉祭とっとり大会第36回全国健康福祉祭とっとり大会

ねんりんピックねんりんピック
はばたけ鳥取2024はばたけ鳥取2024

咲咲かせよう かせよう 砂丘砂丘にに長寿長寿とと笑笑みのみの花花
令和６年10月19日（土） ～ 22日（火）



イ
ベ
ン
ト
の
概
要 

三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
福

祉
・
介
護
の
魅
力
発
信
事
業
（
三
重
県

委
託
事
業
）
の
一
環
と
し
て
、
県
内
の

多
く
の
方
に
福
祉
・
介
護
の
魅
力
を
伝

え
る
た
め
「
み
え
福
祉
・
介
護
フ
ェ
ア

２
０
２
４
」
を
11
月
３
日
（
日
・
祝
）

に
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
男
女
共

同
参
画
棟
で
開
催
し
、
２
０
２
名
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

企
画
に
あ
た
っ
て 

昨
年
度
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
無
関
心

層
の
小
学
生
と
そ
の
家
族
を
メ
イ
ン
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
福
祉
系
謎
解
き
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
ま
し
た
が
、今
年
度
は
、福
祉・

介
護
の
魅
力
発
信
事
業
内
で
別
途
小
学
生

向
け
の
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
を
行
う
こ
と
か

ら
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
変
更
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、「
介
護
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
う
」
さ
ら
に
は
「
介
護
の
仕
事
を
理

解
し
て
も
ら
う
」
こ
と
を
目
標
と
し
、
図

表
１
を
参
考
に
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

「
介
護（
の
仕
事
）を
認
識
し
て
い
る
段
階
」

及
び
「
介
護
（
の
仕
事
）
に
興
味
・
関
心

が
あ
る
段
階
」、
ま
た
、
サ
ブ
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
「
介
護
に
無
関
心
な
段
階
」
に
設
定

し
、
内
容
を
企
画
し
ま
し
た
。

実
施
内
容 

■ 

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

多
目
的
ホ
ー
ル
で
は
、
メ
イ
プ
ル
超
合

金
安
藤
な
つ
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
お
招
き
し
、

「
み
ん
な
で
明
る
い
未
来
を
作
り
た
い
～
介

護
現
場
歴
20
年
の
経
験
か
ら
～
」
と
題
し
た

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
安
藤
さ

ん
が
介
護
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
や
、

介
護
職
の
世
間
の
イ
メ
ー
ジ
と
実
際
の
違

い
、
介
護
に
不
安
を
持
つ
方
の
相
談
先
や
介

護
の
負
担
を
軽
減
す
る
方
法
な
ど
を
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
会
場
か
ら
の

質
問
に
も
お
応
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

介
護
や
介
護
の
仕
事
に
つ
い
て
楽
し
く

お
話
し
て
い
た
だ
き
、
介
護
の
仕
事
の
や
り

が
い
や
魅
力
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
社
団
法
人
三
重
県
介
護
福

祉
士
会
よ
り
「
介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
優

秀
者
に
よ
る
実
演
」、
三
重
県
老
人
福
祉
施

設
協
会
よ
り
、「
介
護
の
最
先
端
技
術
の
紹

介
」、
三
重
県
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
協
議

会
よ
り
「
介
護
職
等
に
よ
る
ミ
ニ
座
談
会
」

を
行
い
、
介
護
に
関
す
る
最
新
の
情
報
提

供
や
介
護
の
魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
。

み
え
福
祉
・
介
護
フ
ェ
ア
２
０
２
４  

報
告

図表１	 介護の仕事への認識・接点の段階
介護の仕事への認識・接点の段階 情報収集の姿勢

① 介護の仕事に無関心な（認知していない）段階 介護に関する
情報収集に対して

受動的② 介護の仕事を認知している段階

③ 介護の仕事に興味・関心がある段階
介護に関する

情報収集に対して
能動的

④ 介護の仕事を理解している段階

⑤ 介護業界への入職を検討し、業界内の企業や他業界と比較している段階

⑥ 介護業界への入職の意思を固めている段階

出典：厚生労働省　令和4年度　老人保健健康増進等事業「介護のしごと魅力発信等事業の評価分析に関する調査研究」報告書
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■ 

介
護
・
看
護
を
学
べ
る
出
展
ブ
ー
ス

セ
ミ
ナ
ー
室
Ａ
・
Ｂ
及
び
多
目
的
ホ
ー

ル
前
に
て
、
車
い
す
の
体
験
・
介
護
相

談
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
体
験
・
紹
介
、
看
護

の
お
仕
事
体
験
、
介
護
職
を
め
ざ
す
人
の

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
・
介
護
職
の
魅
力
な

ど
、
現
場
の
声
を
お
届
け
す
る
座
談
会
を

行
い
、多
く
の
参
加
者
が
体
験
を
通
じ
て
、

介
護・看
護
に
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
成
果 

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
参
加

前
の
介
護
へ
の
興
味・関
心
に
つ
い
て「
と

て
も
関
心
が
あ
っ
た
」「
少
し
関
心
が
あ
っ

た
」
と
答
え
た
方
は
94・
４
％
に
も
上
り
、

介
護
に
関
心
の
あ
る
層
が
多
く
、
企
画
の

際
に
設
定
し
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
に
ア
プ

ロ
ー
チ
で
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
福
祉
・

介
護
の
興
味
・
関
心
が
「
と
て
も
高
ま
っ

た
」
と
回
答
し
た
方
が
50
・
４
％
、「
少

し
高
ま
っ
た
」と
回
答
し
た
方
が
47・
２
％

と
な
り
、
よ
り
一
層
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
お
、
参
加

前
は
福
祉
・
介
護
に
つ
い
て
「
あ
ま
り
関

心
が
な
か
っ
た
」
と
回
答
さ
れ
た
方
も
、

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
全
員
が
介
護
へ
の

興
味
・
関
心
が
「
少
し
高
ま
っ
た
」
と
回

答
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
福
祉
・
介
護
の
仕
事
に
つ
い

て
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
参

加
を
通
じ
て
、
53
・
６
％
が
「
と
て
も
深

ま
っ
た
」、44・
８
％
が
「
少
し
深
ま
っ
た
」

と
回
答
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、本
フ
ェ
ア
の
目
的
は
、

達
成
で
き
た
と
考
え
ま
す
。

来
場
者
の
反
応 

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
か
ら
方
々
か
ら

は
「
介
護
す
る
側
も
ケ
ア
が
大
切
な
の
だ
と

分
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
ケ
ア
側
の
機
械
が

増
え
て
き
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
介
護

の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
る
と
働
く
人
も
増
え
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。（
10
代　
高
校

生
）」「
介
護
職
に
大
い
に
興
味
を
も
ち
ま
し

た
。（
40
代
福
祉・介
護
職
以
外
）」（
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
よ
り
抜
粋
）
と
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意

見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
わ
り
に 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
福
祉
・
介
護
の
魅

力
を
伝
え
る
き
っ
か
け
の
１
つ
で
す
。
三

重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ほ
か
に

も
学
校
等
で
の
「
福
祉
・
介
護
の
仕
事
学

習
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
を
実
施
し
、
福
祉
・

介
護
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
介
護
に
関
す
る
基
礎
的
な
研
修
を
通

し
て
、
介
護
人
材
の
育
成
を
行
う
と
と
も

に
、
福
祉
・
介
護
職
場
と
求
職
者
を
つ
な

ぐ
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
や
職
場
体
験
を
行
い
、

介
護
人
材
の
確
保
・
定
着
支
援
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
事
業
内
容

は
三
重
県
福
祉
人
材
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

参加前の福祉・介護についての
興味・関心

参加後の福祉・介護の仕事に
ついての理解度の変化

参加後の福祉・介護についての
興味・関心の変化

とても関心が
あった
52.0％

少し関心が
あった
42.4％

あまり関心が
なかった
5.6％

とても深まった
54.0％

少し深まった
45.0％

あまり深まらなかった
1％

とても高まった
50.4％

少し高まった
47.2％

あまり高まらなかった
2.4％

参加前の福祉・介護についての
興味・関心

参加後の福祉・介護の仕事に
ついての理解度の変化

参加後の福祉・介護についての
興味・関心の変化

とても関心が
あった
52.0％

少し関心が
あった
42.4％

あまり関心が
なかった
5.6％

とても深まった
54.0％

少し深まった
45.0％

あまり深まらなかった
1％

とても高まった
50.4％

少し高まった
47.2％

あまり高まらなかった
2.4％
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新ウェルビーイング新ウェルビーイング みみええプラン を振り返るプラン を振り返る
連 載
第7回

第１期

今年は、中長期計画である「新ウェルビーイングみえプラン」第１期の最終年にあたります。
この連載では、7 つの推進項目ごとに振り返り、第２期への展望をお示しします。

基本目標❸　災害時に備えた支援活動の充実

推進項目①　災害時に備えたネットワークの構築・基盤強化

主な事業・取組み�

災害時福祉支援体制の整備に向け、三重県、三重県社会福祉協議会、関係福祉団体が「三重県災害時福
祉支援ネットワークに関する協定」、「三重県広域受援計画介護職員等受入に関する計画に係る協定」を締
結しています。これに基づき、三重県災害派遣福祉チーム（三重県 DWAT）登録員の養成とともに、介
護職員等受入調整本部員の養成にも取り組んでいます。

社協間の連携について、県内社協間の相互応援を強化するため、広域連携の仕組みづくりを進めています。
市町社協の災害時の対応能力を強化するため、まずは災害ボランティアセンターに関する人材育成に取り
組んでいます。

また、東海北陸ブロックの県社協及び指定社協間において災害応援に関する協定、県内の各市町社協と
災害時相互応援協定を締結しています。要請に応じて県内・全国の被災地の社協活動を支援しています。

目標の達成度（令和２～６年度を振り返って）�

●  三重県 DWAT は令和２年度から６年度にかけて合計 200 名の養成を目標に、毎年度養成研修を実施
してきました。令和６年度は 60 名を超える登録員を養成し、合わせて 208 名の登録員を養成するこ
とができました。

●  県内社協の相互応援については、広域連携のマニュアルを作成し、従来の協定に基づく取組みを具体
化することができました。今後はマニュアルの更新を継続的に実施していくことが必要となります。

●  災害ボランティアセンターに関する取組みでは、ICT ツールを取り入れた運営を市町社協と一緒に進
めてきており、モデル地区を中心に、実際の ICT ツールを取り入れた訓練を実施するなど、少しずつ
浸透してきています。

●  東海北陸ブロックの県社協及び指定社協間における災害応援に関する協定、県内市町社協との災害時
相互応援協定により、令和６年能登半島地震および豪雨災害においては延べ 138 名を派遣しました。

今後の展望�

●  令和６年１月に発生した能登半島地震での被災者支援において、三重県 DWAT は３月の１か月間で
延べ 27 名を石川県志賀町及び輪島市の避難所等に派遣しました。そこでの経験を、平時の研修や災
害時の対応等に活かしていく必要があります。

●  また、輪島市社協への応援として県内の多くの社協職員を派遣しました。その経験を、各地域での災
害に備えた取組みに活かしていくことが重要です。

　  また、災害時に社協に求められる役割は、災害ボランティアセンターだけではありませんので、幅広
い対応能力の向上を目指し、取り組みを展開していく必要があります。



三重県共同募金会からのお知らせ
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令和６年度地域課題解決型募金（テーマ型募金）へのご協力のお願い�
　三重県共同募金会は、県内の団体がその地域が抱える課題を解決するため、団体
の活動をアピールすることで、活動に賛同する県民の皆さまに寄付を呼びかける地
域課題解決型募金（テーマ型募金）に取り組んでいます。令和６年度は５団体が参
加します。募金の受付期間は令和７年１月１日（水）～�３月 31日（月）になります。
募金へのご協力をよろしくお願いします。

詳しくは
三重県共同募金会
ホームページへ

申請事業（テーマ）
　�無償の奨学金給付・生活支援品給付・
お誕生日プレゼントの贈呈
事業内容
　�児童養護施設や里親のもとから進学
を志す学生たちに、奨学金・生活支
援品等の給付、プレゼントの贈呈
募金目標額　100万円

　ＮＰＯ法人　バンビの会
募金は

こちらから！
申請事業（テーマ）
　�里親は子どもの育ちの応援団
事業内容
・�里親子を対象とした交流会、研修会、
講演会の開催

・里親制度についての普及啓発活動
募金目標額　50万円

　一般社団法人　三重県里親会
募金は

こちらから！

申請事業（テーマ）
　�居場所拠点維持継続化事業
事業内容
・�子ども食堂運営を行い、運営回数を増やすことで
子どもたちの居場所の確保
・�安定した子ども食堂の運営に係る資金等の確保
募金目標額　36万円

　けいわっこカレー食堂・実行委員会

募金は
こちらから！

申請事業（テーマ）
　�地域の「つながり」づくり～みんなのやきいもタイム～事業
事業内容
・�発達障がい児をもつ保護者に農作業や焼き芋作り等
を通して、共同作業をする機会を作る

・�発達障がい児のために、特性や多様性に配慮した体
験活動の機会を作る
募金目標額　28万円

　父子の会

募金は
こちらから！



日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラから

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

令和６年度

〈SJ23-11315より抜粋〉

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から補償（＊）

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

＜重 要＞
◆基本プランでは地震・噴火・津波に起因する死傷は補償されません。
◆年度途中でご加入される場合も上記の保険料となります。
◆中途脱退による保険料の返金はありません。
◆中途でボランティアの入替や、ご加入プランの変更はできません。
◆ご加入は、お1人につきいずれかのプラン1口のみとなります。

＊特定感染症についても10日間の免責期間がなくなり、補償開始日から補償対象となります。
　なお、令和5年5月8日以降、新型コロナウイルス感染症は補償対象外となりました。

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が5類感染症に変更されたことに伴い、「特定感染症重点プラン」を廃止して2つのプランとします。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

発 行 人　井村　正勝
編 集 人　横田　浩一・広報委員会
発 行 所　社会福祉法人 三重県社会福祉協議会
　　　　　〒 514-8552 三重県津市桜橋２丁目 131
　　　　　TEL：059-227-5145　　FAX：059-227-6618
　　　　　URL：https://www.miewel-1.com/　　E-mail：info@miewel.or.jp
編集協力　株式会社アイリック

2025 年 1月号（通巻 401号）　令和 7年1月発行
「福祉みえ」は三重県社協のホームページでもご覧になれます。また、広報に関するご意見・ご感想は、E-mailにて受け付けております。

申請事業（テーマ）
　�認知症当事者が参画する地域での新たな「役割・居場所」の形を
創造する
事業内容
・�認知症当事者のための居場所づくりを行う
・�フラワーベッド（各級庁舎の花壇）を起点として、
認知症当事者と一緒に認知症の啓発を行う

・�認知症についてご理解いただける方に、オレンジ
フラッグを掲げてもらうことによる見守り活動
の実施
募金目標額　11万円

　特定非営利活動法人　快生教学会

募金は
こちらから！


